
 

    
 
 

                                                  校長 英 利恵  

  保護者アンケートへのご協力ありがとうございました  R５.１２月回収 

12 月の後期保護者アンケートへのご協力、ありがとうございました。学校では、提出いた

だいたアンケートと同じ時期にとった「児童アンケート」「教職員アンケート」を分析し、３

学期以降の教育活動に役立てていけるよう努めてまいります。保護者・児童アンケートの結果

を臨時号でお知らせいたします。 
 
 
 

保護者アンケートの１５項目中１１項目 1･4･5･7･9･10･11･12･13･14･15 に

おいて、肯定的な評価（A＋B＞９０％）をいただいており、特に 9･10･11･12

･13･14･15については A＋Bが９５％を超えています。 

A＋Bが８０％以下は４項目 2・3・6・8でした。この４つの項目につきまし

ては、学校では、家庭と連携しながら取り組める策を立てて取り組んでいき

ます。保護者の皆様にもご協力をお願いいたします。 

 

 

   

自由記述による、学校や教師に対しての温かい励ましやご意見をたくさんいただき、ありが

とうございました。下記に一部紹介させていただきます。なお、個別のものにつきましては、

各担任からご連絡させていただきました。今後もご不明の点があれば、随時、お問い合わせく

ださい。 

１ 本の貸し出しについて 

・一日に二冊以上の本を借りれるようにしてほしい。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおねぶ   令和６年２月 1５日（木）  

           校  訓   心美しく たくましく            

           教育目標   心豊かで主体的にたくましく生きる児童の育成  
めざす児童像 進んで学ぶ子 心豊かな子  たくましい子 

 

  

 

Ａ：図書館の本の貸し出しについて紹介します。 
   本の貸し出しは、毎日、朝休み、長休み、昼休みに行っています。 
   借りられる本は１日２冊までですが、図書委員が企画したビンゴイベントに参加

したり、読書の木にシールが貼られたとき等には、「３冊 OK チケット」がもらえ
て、次回３冊借りることもできます。図書委員会は毎回楽しいイベントを考え、児
童の読書推進にとても頑張っています。 

   児童は、目標をもって意欲的に読書しています。２学期末には全児童がすでに 

「読書名人賞」（2学期末で、低学年：60冊、中学年：50冊、高学年：40冊）を 
達成していて、現在の全校平均貸出冊数は、118冊です。 

   もっと読みたい児童には、校区内にある内灘町立図書館（内灘町文化会館２階）
をお勧めしています。 

    【内灘町立図書館】（一度に６冊まで借りることができます） 
開館時間：火～日曜日 午前 10時～午後 6時 
休館日：月曜日、年末年始、蔵書点検期間 

保護者の方のご意見 

 

保護者アンケートより 

 



２ 家庭学習について 

・学校での宿題以外、進んで学習しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １月２３日（火）に今年度の第２回学校評議委員会を行いました。４名の評議員の方々に来校

いただき、今年度の学校経営方針や取組の重点等について説明させていただきました。また、子

ども達の授業の様子も参観いただき、学校運営について貴重なご意見をいただきました。いただ

いたご意見をもとに、より開かれた活力ある学校づくりを推進していきたいと思います。 

 

 

 

※裏面に１２月に実施した「保護者アンケート」「児童アンケート」の集計結果を載せてありま

すので、ご覧ください。 

貴重なご意見本当にありがとうございました。今後の教育活動に反映させていきます。 

Ａ：学校では、家で自学ノートに自分で内容を考えて取り組ませることで、家庭学習の

習慣が身につくよう努めています。自学の内容に困っている児童のために、２月か

ら、児童同士で自学の内容についてアドバイスする時間を設けました。 

    ２/１ ねぶっこタイム  ６年生から４年生に 

     ２/６  ねぶっこタイム  ６年生から３年生に 

                 ５年生から２年生に 

   アドバイスを受ける側だけではなく、アドバイ 

  スをする側にとってもよい刺激となり、全体の 

  自学のレベルアップにつながりました。これから 

もこのような児童同士の自学の交流をしていきた 

いと考えています。 

○１年生もクロームブックを上手に使って学習していた。発表も話 

している子の方に体を向けて聞くことができていた。 

○タブレットを使って課題を自分で調べたり、相談しながら自分で 

学習する様子が見られた。 

○小さなことでも良いところが一つでもあれば自信がもてる。人よ 

り得意なことが何か見つかれば積極的になることができる。小さ 

なことでも子供たちのよさを見つけ伸ばしてほしい。 

○地震の後、道路など危険なところも多いので今後も安全指導をよ 

ろしくお願いします。 

○これから路面凍結や雪道など危険が多くなるので地域の方や保護 

者の見守りが増えるととてもありがたい。 

○震災の影響でこわがっている児童もいると思います。先生方には、益々大変になっていると

思いますが、きめ細かな児童の心のケアをこれからもよろしくお願いします。 

学校評議員からのご意見 

 

学校評議委員会の開催 

 

◆今年度の学校評議員は以下の皆様です。 

行野 修一 様（元大学公民館長）小林 由利子 様（主任児童員）新谷 外代治 様（安全ボランティア代表） 

多勢 恵美子 様（ＰＴＡ会長）松川 仁美 様（ハマナス公民館長） 

 


